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■はじめに

本冊子は、2022年度に福島県双葉郡葛尾村で2022年5月1日から2023年3月31日まで実施したアーティ
スト・移住定住事業の活動をまとめたものです。2011年3月11日に発生した東日本大震災とそれに伴う津
波により、福島第一原子力発電所で発生した原子力事故の影響により、葛尾村の全村民は村外に避難
を余儀なくされました。2016年6月に帰還困難区域を除いて避難指示が解除され、2022年6月には特定
復興再生拠点区域の避難指示が解除になりました。東日本大震災による原発事故の影響は村の人々
の生活を大きく変えました。12年経った現在もその余波は大きく、村に戻ることができない人々も多く存
在しています。一方で、多くの研究者や若者が引き寄せられるようにこの地に集まってきています。

本事業では、アーティストやクリエイターの地域での活動をサポートすることを通じて、村に眠る資源や魅
力を発掘します。「Katsurao AIR」（アーティストインレジデンス事業）では、地域にアーティスト・クリエイ
ターを受け入れ、彼らの視点から地域の魅力の発掘と調査、PRを行いました。

「かつらお企画室」（ワークショップ事業）では、月一回のワークショップの開催を通じ、移住定住に向けて
地域の魅力に触れる機会を創出するとともに、村内外の人材の交流の場を作り出しました。ほかにも
アーティスト・クリエイターと一緒に活動できるスタジオ整備、コワーキングスペース運営など、さまざまな
企画・取り組みを通じ、地域へのアーリーアダプターとしてアーティスト・クリエイターを地域へ招聘するこ
とで、”自分らしい生き方”を求める移住希望者へ向けたPRを行い、創造力を基点にした地域コミュニ
ティ、移住者の増加、関係人口の増加を行います。

本報告書の作成にあたり、本事業に参加いただいたアーティスト、クリエイターの皆様、事業運営にご協
力いただいた全ての皆様に、心よりお礼申し上げます。

事業統括　森健太郎

Katsurao Collective（カツラオコレクティブ）名称の利用について

現代アートが社会での実践を展開し、アートと社会との接点が深まる現代において、”アーティスト・コレク
ティブ”（※）の存在はますます重要になってきています。コレクティブという枠組みは、アート活動を個人
主義的な創作活動の枠から解き放ち、より多様でフレキシブルなアートの形を社会へと提示します。多様
な価値観を持ちながら、創造性という価値でつながり一緒に活動を始める。Katsurao Collectiveは、この
地でそのようなコレクティブとなることを目指すプロジェクト名であり、創造性という価値でつながる共同体
の名前として設定しました。アーティスト・クリエイターへの本事業のPRのイメージ戦略として、本事業を紹
介する際の名称として年間を通じて使用しました。

※共通の目標を達成するために活動するアーティストによって形成された集団
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■2022年度の活動内容についての評価

１　期待された効果に対する評価

本事業は、従来から、①村に眠る資源や魅力をアーティストの視点から形にすること、②アート・クリエイ
ティブ産業に興味のある層（イノベイター層・アーリーアダプター層）へ葛尾村をPRすること、③PRを通
じ、新たな来村者（移住者・関係人口）を増加させること。以上の３点を主要な目的として実施してきた。ま
ずは、その３つについてどのような成果が上がったかを検証する。

①村に眠る資源や魅力をアーティストの視点から形にすること

成果
・KatsuraoAIRでは6名のアーティストが短期移住者として地域で活動を行った。初の試みでありながら、
国内外で活躍するアーティストが葛尾村に来村した。アーティストの日頃の活動をベースに、これまでに
ない切り口で村の資源、魅力を形にすることができた。

・かつらお企画室では6回のワークショップを実施した。

・アーティストインレジデンスで滞在するアーティストが調査する内容については制限（事務局からの指
示）は設けなかった。自由に活動できる作家がいる一方で、一部の作家については自由すぎて難しいと
いう意見もあった。

・かつらお企画室では、6回の実施のうち3回はニット糸を用いたワークショップであったが、同一の素材
であっても講師によって素材に対するアプローチが異なるため、多様な切り口で葛尾村の素材を取り扱う
ことができた。一方で新たなアプローチについても模索していく必要がある。

・ワークショップ参加者からの評判は概ね好評であった。

・本事業へ参加したアーティストが、自主制作によるグッズ制作などをはじめた。本事業を通じて、アー
ティストが葛尾村の魅力を形にして発信するということが起き始めている。

②アート・クリエイティブ産業に興味のある層へ葛尾村をPRすること

成果
・本事業では「イノベーション普及学（1962）」で提唱されたイノベーター曲線における「イノベーター」
「アーリーアダプター」に当たる人材が「アーティスト」「クリエイター」であると定義し、それらの人材へ向け
たPR活動を行った。

・本事業では、移住希望者の誘致、移住者の促進に向けた葛尾村の地域資源の発掘とPR、将来の移住
へとつながる”自らの意志で能動的に葛尾村へ関わる人々”（関係人口）の創出を目指して実施した。

・全てのイベントを通じ、今年度の年間の来場者は5387人（Katsurao AIR関連イベント4105名、かつらお
企画室事業67名、出張かつらお企画室事業1215名）であった。初年度でありながら想定以上の参加者
を呼び込むことができた。また来場者がSNSで発信し、さらなるPR広報へ繋がった。

・広報活動は、チラシ・ポスターの配布、SNSでの発信、イベントの案内、直接の声かけの４点を軸に行っ
た。チラシ・ポスターの配布が7354件、SNSでの発信が526件、イベントへの来場者が4172件であった。（
3月25日時点）
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・福島県浜通り地区で初のAIR事業としてPRを実施した。雑誌掲載、メディア掲載のほか、県外からも多
数の視察があり、注目度の高さが伺えた。一方で村民からの注目度や理解度についてはまだまだ改善
が必要な状況である。

・参加アーティストによるSNS発信は、投稿一件あたりのリーチ数、エンゲージメント数が高く効果的に発
信がなされている。引き続き次年度も参加アーティストによるSNS発信を活用していきたい。

③PRを通じ、新たな来村者（移住者・関係人口）を増加させること

成果
・イベントの実施を通じて来村のきっかけを作り出し、葛尾村のPRを実施した。

・年間を通じて34名（組）のアーティスト・団体から、葛尾村での活動ができないか、事業への協力へのア
プローチがあった。次年度のプログラム参加希望者を2023年2月1日〜2月26日までの期間で募集したと
ころ、海外からの応募も含め全国から14名のアーティスト・クリエイターから応募があった。

・コワーキングスペースについては、弊社の事業で来村した大学生を中心に利用者を募った。次年度の
本格運用に向けて多数のフィードバックを得ることができた。

・本年度はプレ運用ということで利用者が限られてしまった。次年度はより広い層へ活用を図るため、引き
続き整備を進めていくこととしていきたい。

２　事業全体に対する評価

本事業を実施する過程で発生した課題について、①事業全体への評価、②移住者定着に対する評価
の2点から検証する。

①事業全体の評価

評価
・本事業は「令和３年度　アーティスト移住・定住促進事業」で行った調査結果に基づいて提案した「令和
４年度　アーティスト移住・定住促進事業」事業計画に基づいて実施した。概ね当初計画の通り実施する
ことができた。

・村で移住者むけの住宅を準備しているが、完成までに時間がかかる状況を踏まえ、戦略的に段階を踏
んで移住事業を進めていく必要がある。移住者の獲得に向けた段階的な目標（KPI）を設定するととも
に、移住者数以外の評価指標を加える必要がある。

・本事業を通じ、村外から多くの方が地域に来村し、飲食店の利用、宿泊、買い物などを行った。日本人
国内旅行の1人1回当たり旅行単価は37,355円/人(2019年観光庁)である。本事業を通じた村への経済
波及効果なども含め、多面的に指標を設定する必要があると考える。

・アンケート回答から、村へ来村したアーティストで最も多いのは30代であった。一方で、イベントへの参
加者は20代が最も多いという結果になった。今後の移住のボリュームゾーンとなることを期待している若
年層のイノベーター、アーリーアダプター層へのアプローチを行った結果である。
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・イベント来場者へのアンケート回答から、イベントへの来場者のうち、40.8%が福島県内（うち12.6%は葛
尾村在住）であり、県外からの来場者は45%である。県外からの来場者で最も多いのが「東京都」「神奈
川」「兵庫」「千葉」「茨城」からの来場者が多い。

・アンケート回答から、アーティストの活動が葛尾村に及ぼす効果について、「とても良い効果がある」「少
しあると思う」との回答が90.3％となっている。アーティストの活動が移住者の増加に良い効果があると思
いますか？という質問について、「とても効果があると思う」「少しあると思う」との回答が90.3％となってい
る。今後も継続してアーティストに活動してほしいという回答は90.5%にのぼった。葛尾村でアーティスト
が活動することに対し、良い効果を感じている様子がみられた。

・上記の回答から、移住促進に向けたメインターゲットからの反応は概ね良好であると言える。今後は移
住に向けた道筋を整理し、引き続き村外のイノベーター・アーリーアダプター属性の人材へ向けたPRを
強化し、チラシやポスターによるPRのみに留まらず、より積極的に村外（都市圏）での事業PRを実施して
いきたい。

・本事業予算は委託金で対応しているが、「作品を村に残したい」「長期間村に滞在し調査をしたい」など
のアーティスト・クリエイターの要望に柔軟に対応できない事があった。企業からの協賛、別の事業として
補助金を獲得するなどで、移住を希望するアーティスト・クリエイターの要望により幅広く応えることができ
るよう検討したい。

②移住者定着に対する評価

評価
・葛尾村は、住宅が不足し移住希望者へ住宅の紹介ができない状況である。今年度も複数の移住希望
者がいたものの、受け入れる住宅（空き家）が確保できておらず、移住を諦めた状況がある。

・アーティストから移住後の住居についてアンケート回答をいただいた。アーティストからは「自由にリノ
ベーションして良い物件はありますか？」「アパートはあると聞いたが田舎に住むのであれば、一軒家と
かがいいと思う。」「住むことを考えたら、いくらでどれくらいの家が借りられるのかイメージできるように、物
件を案内してほしい」と要望があった。首都圏からの移住のニーズに合った住宅の確保は最優先課題で
あり、空き家の発掘・収集は引き続き必須である。

・葛尾村は現在住宅の整備計画を進めているが、完成には時間がかかる状況である。移住者が希望す
るタイミングで移住先の案内ができなければ、他の地域に移住してしまう可能性が非常に高く、費やした
コストが回収できない可能性がある。

・現状の葛尾村の状況を鑑みると、宿舎（空き家）が十分に確保できていないため、移住希望者を確保し
たうえで、その状態を維持していくという業務が必要である。

・放射線量についての質問は移住希望者からも多く寄せられた。移住者がアクセスしやすい公的な場で
の発信が必要である。

・アーティストへ「葛尾村のどのようなところが気に入ったか」アンケートをとったところ、「自然の豊かさ」を
挙げる人が多かった。また、アーティストへ「葛尾村に何があったら他のアーティストへ紹介しますか？」と
聞いたところ、「スタジオ、制作環境の充実」を挙げる人が多かった。

・「移住をするかわからない」と答えたアーティストへ理由を聞いたところ「ますは滞在してみたい」という声
が最も多く、次点で「山に住むことの不安」「交通の便の悪さ」が挙がった。また、アーティストへ「葛尾村
に住むとなったら何がネックになりそうか？」と聞いたとこと、「住居」「交通の便」「商店が少ない不便さ」を
挙げる人が多かった。

・上記アンケートへの回答より、豊かな自然も含め、スタジオ・制作環境（廉価、広い環境、自分で改装で
きる環境）を求めてくる。一方で、交通インフラの少なさ、住居の少なさ、日常生活のコストの高さ（商店の
少なさ）が移住へのハードルとなっている状況が見える。また同時に、アート事業を行っている環境へ関
わることへの期待感もみられる。
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■事業運営について

評価
・本事業は、一般社団法人葛力創造舎の移住定住事業チーム（通称：Katsurao Collective）が実施した。
事務所は葛尾中学校（休校中）に設置した。

・実施にあたって葛尾村役場、一般社団法人葛尾むらづくり公社（葛尾村復興交流館あぜりあ）と連携を
図りながら実施した。

・月に一回、村内の移住定住事業実施事業者団体である一般社団法人葛力創造舎、一般社団法人葛
尾むらづくり公社、葛尾村役場、一般社団法人BOOT（※アドバイザー）４者による協議を実施した。定期
的な情報共有によって事業者間の役割の整理を図った。

・事業連携について、一般社団法人葛尾むらづくり公社と連携を図って実施している状況である。一方
で質的な部分（協働でのイベント実施、Webサイト上での情報連携など）については、今後もより深く連携
を図れる余地がある。今後も移住定住事業実施事業者として連携を密にしていくこととしたい。

・当初は事業者間の役割の棲み分けができていない状況が目立ったが、徐々に役割の整理が進んでき
た。引き続き、効果的な事業運営に向けて役割の整理を進めていきたい。

・スタッフ内、関係者間で移住定住事業の内容への理解、共有が進まず、事業運営に支障をきたす場面
が見受けられた。引き続き事業趣旨の理解に向けた説明を続けていくこととする。

・担当者が業務を抱え込む事態が発生し、効率的な業務分担が図られない場面があった。一部の作家
からは、担当者との連絡の不備を指摘する声が上がった。今後事業を拡大していくにあたり業務の属人
化を防ぐ対策が必要である。また、個別のスキルに応じた業務分担を図りつつ、契約内容の見直しなど
を進め、運営体質の健全化、効率化を図りたい。

・事務局側で準備に追われ、各関係者、役場担当者への情報の伝達が遅れたり、不十分な場面があり、
事業に支障をきたす場面があった。一層の情報交換の充実が必要である。
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１　事業運営に関する情報

・本事業は、一般社団法人葛力創造舎の移住定住事業チーム（通称：Katsurao Collective）が実施しま
した。実施スタッフと業務内容は以下の通り。

名前 役職 主とする業務内容

森　健太郎 事業統括 ・事業全体の統括業務
・労務管理

上野　莉歩 広報 ・事業全体の広報計画の作成
・SNS運用
・Webサイト運用

大井田　弘子 マネージャー ・事務統括
・Webサイト作成、運用
・予算管理業務
・報告書冊子作成担当

大山　里奈 コーディネーター ・かつらお企画室事業に関する滞在作家との連絡調整、対
応担当
・コワーキングスペースの運用計画作成、運用
・現地での滞在コーディネート
・かつらお企画室事業取りまとめ

山口　貴子 キュレーター ・Katsurao AIR 事業に関する滞在作家との連絡調整、対応
担当
・Katsurao AIR事業取りまとめ
・Webサイト作成

事業体制図
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２　事業計画

・本年度の事業計画（5月1日時点）は以下の通りである。

・25年度の事業完了に向け、22年度は事業のプレ運用を実施しました。

・22年度は主な事業としてAIR事業、かつらお企画室事業、コワーキング運営（プレ運用）、拠点整備（滞
在拠点の整備）を行いました。

事業計画１

事業計画２
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３　事業内容

・本事業では、①Katsurao AIR（アーティストインレジデンス事業）、②かつらお企画室（ワークショップ事
業）、③コワーキングスペースのトライアル運用、④空き教室のスタジオ利用、⑤広報活動を実施した。実
施内容について以下に記述する。

①Katsurao AIR（アーティストインレジデンス事業）

・KatsuraoAIR（アーティストインレジデンス事業）は移住希望者へPRするために地域の資源を調査、発
掘、PRすることを目的に実施した。実施内容は以下の通り。

アーティスト及び活動内容

滞在期間 作家名 調査・活動内容

5月〜9月 石川洋樹 初の滞在アーティスト。15名の村民へのリサーチをもとに、彫刻家としてさまざ
まな制作プランを考え提示。休校中の中学校の設備、活用していない教室を
使った作品の制作など、自身の興味を中心に、建物（中学校）の利用の可能
性について提示した。期間中は自主的にトークイベントを開催。

5月〜9月 赤坂有芽 口伝の伝承について調査。7名の村民の記憶や、村内で行われていた神事や
神事にまつわる様式について取り上げ、アニメーションとして提示した。

10月〜2月 尾角典子 「電気」「民間信仰」「現代の価値観」をテーマに、葛尾村の人々の生活の中に
不可視なものの存在や民間信仰について調査。VR（バーチャルリアリティー）
機器を用いて体験できる仕組みを作り出した。

10月〜2月 太田祐司 村で実施している行事「ツールド葛尾」と口伝での村の歴史を組み合わせた映
像を制作。古い映像機器を使用し、時間を遡る体験を作り出した。

10月〜2月 山田悠 自信が継続的に行っている、地域へ日時計を制作するプロジェクト《Sun of the
City》を起点に活動。村民への日時計についてのレクチャーや、地域への設
置を前提とした制作プランを提示。期間中は自主的にワークショップを開催。

10月〜2月 山口諒 八幡神社祭礼の際に御神輿の行列を見守る「かご馬（籠馬）」という役割が
あった。馬の形をかたどった板と布を被せた籠を身につけた男の子たちがこの
役を担い、顔には墨で隈取りのメイクが描かれる。実際に村人にメイクを再現し
てもらいながら、当時の様子を調査した。

KatsuraoAIR実施イベント　来場者
実施日 内容 来場者（オンライン）

6月25日 石川洋樹「Dear　Humans」トークイベント 31（18）

6月25、26日 石川洋樹「Dear　Humans」作品展示 43

9月22日
〜10月10日

前期アーティストインレジデンス報告会　作品展示（赤坂
有芽、石川洋樹）

160

9月23日 前期アーティストインレジデンス報告会　レセプションパー
ティー

39

9月24日 前期アーティストインレジデンス　トークイベント 24（25）

9月22日
〜10月10日

前期アーティストインレジデンス報告会
※復興交流館あぜりあでの展示
（展示作家：赤坂有芽）

1610
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12月16〜1月29
日

山田悠「葛尾村の100年前。葛尾村の100年後。」ワーク
ショップ会場設置

1933

1月15日 山田悠「ミニ日時計をつくろう！」ワークショップ 14

1月27日〜29日 後期アーティストインレジデンス報告会
　オープンスタジオ

（太田祐司、尾角典子、山口諒、山田悠、28日、アー
ティストトーク参加者含む）

78（25）

1月27日〜29日 後期アーティストインレジデンス報告会
復興交流館あぜりあでの展示
（展示作家：山田悠）

173

合計 4105（68）

太田祐司　活動の様子

②かつらお企画室（ワークショップ事業）

・かつらお企画室（ワークショップ事業）は村の素材を用いたワークショップの実施を通じ、移住希望者と
村民をつなげる機会を作り出すことを目的に実施した。実施内容は以下の通り。

実施内容

実施日 内容 テーマ

7月3日 「ニット工場で使われなくなった糸を使ってタッセ
ルを作ろう」

地域産業との連携として、金泉ニット
の残糸を使用

10



講師：大内梨沙

8月7日 「糸を使った尾っぽ作り」
講師：岡﨑みゆき

地域産業との連携として、金泉ニット
の残糸を使用

9月4日 「身近な植物から葛尾村の色を見つけよう」
講師：井上康子

葛尾村の植生を調査。「赤麻、猪小
槌、大待宵草」の３種類を煮出して
布を染め、葛尾村の色を見つけるこ
とを試みた。

10月1日 「葛尾村で『やり場のないもの』たちに
ついて考える」
講師：竹村望

廃屋、廃棄される物質の中にあるコ
ンテクスト（記憶、思い出）について、
村外の視点から価値づけを行った

12月4日 「葛尾村の稲で縄もじりをして
正月飾りを作ろう」

講師：遠藤英徳、丹伊田政治、松本和雄

藁もじりの技術を若年者に伝授し
た。村民へ講師を依頼し、しめ縄作
りの文化の伝承を行った。

1月29日 「ニット工場で使われなくなった糸を使ってポンポ
ンフクロウを作ろう」
講師：松本夕美

地域産業との連携として、金泉ニット
の残糸を使用。村民が講師となって
行った

かつらお企画室　参加者

実施日 内容 参加者（オンライン）

7月3日 「ニット工場で使われなくなった糸を使ってタッセルを作
ろう」

講師：大内梨沙

12（１）

8月7日 「糸を使った尾っぽ作り」
講師：岡﨑みゆき

11

9月4日 「身近な植物から葛尾村の色を見つけよう」
講師：井上康子

13

10月1日 「葛尾村で『やり場のないもの』たちについて考える」
講師：竹村望

4

12月4日 「葛尾村の稲で縄もじりをして正月飾りを作ろう」
講師：遠藤英徳、丹伊田政治、松本和雄

12

1月29日 「ニット工場で使われなくなった糸を使って
ポンポンフクロウを作ろう」
講師：松本夕美

15

合計 67 （１）
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「ニット工場で使われなくなった糸を使ってポンポンフクロウを作ろう」
ワークショップの様子

③コワーキングスペースのトライアル運用

・2023年度の運用に向けて、2022年度はプレ運用として実施した。年間を通じて117名の利用者、48名
の見学者が訪れた。年間を通じて利用者からのフィードバックをいただいた。

・利用者のほとんどは学生、大学卒業後すぐの人々であった。これは移住者のターゲット層と合致する。

引き続き運用を進めていくこととしたい。

・利用者から、どの部屋がコワーキングスペースなのかわかりづらいという要望があった。案内の配布、部

屋入り口に案内看板を設置した。

・中学校全体の印象が暗く、利用しづらいという意見があった。明るくおしゃれな内装が良い。利用したく

なる内装にしてほしいという要望があった。次年度からは内装のデザイン計画を作り実施することとした

い。

・利用者の使いたくなる設備を導入して欲しいという要望があった。ポケットWi-Fiによるインターネット環
境を導入したが、本格的なテレワーク利用の際には通信量が不足する事態が発生した。引き続き環境の

整備を検討する。

12



コワーキングスペース利用の様子

④空き教室のスタジオ利用

・年間を通じてレジデンス作家６名がスタジオを活用した。

・中学校の空き教室へ仮設壁を設置し仮スタジオを準備した。机や椅子の移動、スタジオへのポケット
wi-fiの設置など、作家の要望に対応しながら運用を行った。

・利用者からは、機材の貸出をして欲しいという要望が強く上がった。葛尾村で充実した活動を行うこと
は、これからの移住者へのPRという側面からも重要であると考える。今後検討することとしたい。

13



空き教室のスタジオ利用の様子

⑤広報活動

・広報活動は、チラシ、ポスターの配布、SNSを用いた発信、マスメディア通じた広報、イベント会場での
PR活動を行なった。実施内容は以下の通り。

　　広報実施内容

実施日 内容 成果数

随時 Webサイトでの告知 未集計

随時 Facebookでの告知 別途集計

随時 Instaglamでの告知 別途集計

5月1日〜8日 復興交流館あぜりあ「ひとしずくのしたたり」会場でのPR 257

5月7日 復興交流館あぜりあ「ひとしずくのしたたり」イベントでのPR※ ４
（オンライン８件）

5月22日 葛力創造舎実施イベント（お田植え祭）でのPR 46

6月5日 あぜりあ市での広報PR活動 80

6月15日 石川トークイベントPRチラシ
（プレスリリース）

251

6月15日 かつらお企画室WSチラシ
（プレスリリース）

251

14



6月24日 近隣市町村（田村市）の公民館でのPR活動 24

6月24日 福島民報　掲載 新聞掲載

6月20日 WS広報チラシ、村内広報挟み込み 700

6月30日 福島県博物館での事業PR活動 1

7月随時 かつらお企画室WSチラシ、近隣住民、関係者への配布 49

7月28日 KFB福島放送ふるさとシェア　TV番組放映 テレビ番組

8月27日 Pinsプロジェクト来訪 2

8月27日 ふくしま国際芸術祭実行委員長堀川氏往訪 1

8月折り込み
（9月配布）

かつらお企画室WSチラシ配布 700

9月24日 福島民報 ネットニュース

9月24日 福島民友 ネットニュース

9月28日 テレビ出演 テレビ番組

9月24日 福島民報 新聞掲載

9月24日 福島民友 新聞掲載

10月折り込み
（11月配布）

かつらお企画室WSチラシ配布 700

12月19日 広報配布（関係機関、マスコミなど）
「Katsurao AIR実施のご案内」

11

12月23日 ・つくば栄養医療調理師製菓専門学校での事業PR（大山） 24
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その他、メディア掲載一覧

雑誌

ソトコト9月号　2022年8月5日発売　株式会社ソトコト・プラネット

新聞

福島民報　2022年6月24日
福島民報　2022年9月24日
福島民友　2022年9月24日

テレビ放送

KFB福島放送「ふるさとシェア」　2022年7月28日
NHK福島放送「はまなかあいづTODAY」　2022年9月28日
KFB福島放送「ふるさとシェア」　2023年1月24日

ラジオ放送

NHK福島「ふるさとツアーズ」コーナー出演　2022年8月5日
ラジオ福島「浜通り応援ラジオ番組　明日へ」コーナー出演　2022年11月12日

Webサイト
未来をつくるSDGsマガジン ソトコト　2022年10月24日

刊行物

Katsurao AIRトークイベント「持続可能性への新しい道」チラシ
Katsurao AIR前期活動報告会チラシ,ポスター
Katsurao AIR後期オープンスタジオチラシ,ポスター
Katsurao AIR ワークショップ「ミニ日時計を作ろう！」チラシ

かつらお企画室 ワークショップ 前期チラシ,ポスター
かつらお企画室 ワークショップ 後期チラシ

Katsurao Collective新聞 2022年9月号
Katsurao Collective新聞 2022年1月号
Katsurao Collective新聞 2023年4月号

▼Katsurao AIR前期活動報告会チラシ・ポスター　　　　　▼「持続可能性への新しい道」チラシ
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▼Katsurao AIR後期オープンスタジオチラシ,ポスター　　▼Katsurao AIR ワークショップ「日時計を作ろう」チラシ

▼かつらお企画室 ワークショップ 前期チラシ　　　　▼かつらお企画室 ワークショップ 後期チラシ
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▼Katsurao Collective新聞 2022年9月号 　　▼Katsurao Collective新聞 2023年1月号

▼Katsurao Collective新聞 2023年4月号
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⑥　報告書冊子制作

・活動を記録し、継続してアーティスト・クリエイター層にPRを行うため、活動を取りまとめた報告書冊子の
制作を行った。報告書冊子は関係者へ配布するほか、23年度以降の事業PRのために活用する予定。

・制作にあたって、福島県双葉郡冨岡町で活動を行っている林曉甫氏 （NPO法人インビシブル理事
長、女子美術大学非常勤講師）へ寄稿いただいた

報告書冊子（表紙）

※3月25日時点

報告書冊子（抜粋）

※3月25日時点

19



※3月25日時点

※3月25日時点
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※3月25日時点

４　予算執行

・当初はコロナウイルスの感染状況を考慮して、当初の半数の招聘で事業をスタートした。契約金額は
29,623,000円（総額）として事業を開始した。コロナウイルス感染状況の改善を受けて、9月20日に契約
内容を変更。契約金額は8,866,000円（税込）増額とし、総額38,489,000円（税込）として事業を実施する
こととした。

・8月、11月、1月に概算払い請求を行った。

・年間を通じておおむね計画通りの予算執行ができた。アーティストの滞在の長期化などで、想定してい
なかった支出の増加があるなどしたが、他の事業費と相殺する形で収支を合わせることができた。

歳入（単位：千円）

項目 内容 合計

事業委託金 事業委託費 38,489

収入 かつらお企画室　ワークショップ材料費 24

計(税込) 38,513
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歳出（単位：千円）

項目 費目 合計

①拠点整備

業務委託費 スタジオ什器制作、撮影費用など 493

借用費 展示作品賃借 440

借用費 プリンター、工具など 739

消耗品費 消耗品の購入 2,743

謝金 ワークショップ講師謝金など 264

交通費 ワークショップ講師交通費 228

通信費 ソフトウェア導入など 124

計 5,033

②AIR事業

補助人件費（日当） アーティスト活動への日当 1,321

補助人件費（活動発表準備） 報告会準備にかかる費用 198

旅費交通費 アーティスト招聘にかかる旅費 416

賃借料 作品展示にかかる賃借料 1,452

計 3,387

③運営
管理費

人件費 給与 18,007

人件費 社会保険料 2,696

通信運搬費 機材運搬、通信費、振込手数料 86

交通費 PRイベントへの参加、営業など 295

旅費
先進地視察、出張にかかる旅費な
ど

767

車両リース代
アーティスト村内移動用レンタカー
借用

490

通信費 ポケットWi-Fiなど 232

印刷製本費 報告書冊子制作にかかる費用 4,161

計 26,738

一般管理費 3,499

計(税込) 38,658
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５　関連事業

・本事業の成果を高めるため、アーティストを地域につなげ地域の理解を深めるためため。弊社で実施し
ている地域事業に、アーティストの参加を促した。関連事業は以下の通り

イベント一覧
実施日 表題 内容 来場者（オンライ

ン）

5月22日 葛尾御田植祭 田植え＆交流イベントを実施。参加者の交流を
深め、葛尾の自然や歴史にも心をよせる機会と
して企画。アーティストへ参加を促した

42人

8月21日 宝財踊り復活公演 宝財踊りの復活公演を実施。アーティストへ参
加を促した

40人

10月2日 葛尾新嘗祭 稲刈りイベントを実施。参加者の交流を深め、葛
尾の自然や歴史にも心をよせる機会として企
画。アーティストへ参加を促した

55人

10月15日 ザ・かつらお巡りツアー 葛尾村での小商の可能性を探るツアーを開催。
アーティストへ参加を促した

21人

11月12日 八幡神社例大祭復活 野川地区の八幡神社の祭礼を復活。40年ぶり
の神輿行列を行った。アーティストへ参加を促し

た

98人

合計 256人

葛尾新嘗祭

23



ザ・かつらお巡りツアー

■各月の主な活動内容

各月の主な活動は以下の通り

５月の主な活動

・事業開始
・招聘予定アーティストと活動開始にかかる調整など
・ワークショップ講師の決定
・滞在アーティスト2名（赤坂、石川）の村内アテンド
・フェイスブックページの準備（プレ運用の開始）
・Webサイト作成準備

６月の主な活動

・プレスリリース発信
・滞在アーティスト2名（赤坂、石川）滞在開始
・SNSによるPR活動開始

７月の主な活動

・Webサイトオープン
・かつらお企画室WS「ニット工場で使われなくなった糸を使ってタッセルを作ろう」講師：大内梨沙
・アーティスト2名（赤坂、石川）滞在

８月の主な活動

・かつらお企画室WS「糸を使った尾っぽ作り」講師：岡﨑みゆき
・アーティスト2名（赤坂、石川）滞在
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９月の主な活動

・かつらお企画室WS「身近な植物から葛尾村の色を見つけよう」講師：井上康子
・記者会見の実施
・後期AIR参加作家の村内アテンド
・滞在アーティスト2名（赤坂、石川）活動報告会の開催（9月23日〜10月10日）

１０月の主な活動

・滞在アーティスト2名（赤坂、石川）活動報告会の開催（9月23日〜10月10日）
・かつらお企画室WS「葛尾村で『やり場のないもの』たちについて考える」講師：竹村望
・後期滞在アーティスト4名（太田、尾角、山口、山田）との連絡調整開始。
・十日町視察（10月27日）

１１月の主な活動

・後期AIR参加作家4名（太田、尾角、山口、山田）が葛尾村ヘの滞在を開始
・かつらお企画室11月ワークショップ、諸事情により中止（1月に再度開催）
・報告書冊子作成準備（デザイナー選定など）
・活動広報用チラシ、カツラオコレクティブ新聞の制作（印刷・配布は12月）
・23年度計画準備開始

１２月の主な活動

・せせらぎ荘でのかつらお企画室PR企画「出張かつらお企画室」の打ち合わせ
・公社サイクリング事業への協力など
・アーティスト山田悠　「葛尾村の100年前。葛尾村の100年後。」ワークショップ　開催（12月16日〜1月29日）

１月の主な活動

・アーティスト山田悠　「ミニ日時計をつくろう！」ワークショップ開催
・後期AIR(1月27日～29日)、オープンスタジオ（トークイベント）実施（太田、尾角、山口、山田）
・せせらぎ荘でのかつらお企画室PR企画「出張かつらお企画室」の実施完了
・かつらお企画室ワークショップ「ニット工場で使われなくなった糸を使ってポンポンフクロウを作ろう」講師：松本夕美　実
施
・公社「世界に一つだけの自転車を作るワークショップ」実施協力

２月の主な活動

・アーティストスタジオ撤収対応
・活動報告書冊子デザイン業務
・報告書作成準備業務

３月の主な活動

・活動報告書冊子デザイン業務
・事業統括報告書作成
・次年度事業に向けた関係者との調整
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■次回の実施に向けて

葛尾村はもともと農業が中心の地域であり、アートやクリエイティブ産業の下地が無い地域であった。21
年度には地域調査により活用できる地域資源の洗い出しを行い、22年度からはそれらをアーティスト・ク
リエイターの視点から形にすることを行った。

事業を行う中で、県内外のアーティスト・クリエイターからの注目度の高さを感じることができた。これは本

事業が始まったばかりという目新しさもあるだろうが、21年度に制定した本事業の基本的な構想が効果的
に働いていることも理由の一つであろう。一方、村内に目を向けてみると、まだ村民への事業趣旨の理解

が追いついていない状況が見受けられる。

本事業は、村外への地域PRが大きな目的であるが、同様に地域イメージの形成、受け入れ態勢の醸成
も目的のひとつである。そのような目的の達成には相応の時間をかける必要があり、本事業を移住定住

へとつなげていくためには、継続して本事業の趣旨を村民へ周知するとともに、村民が成果を感じられる

状況を意識的に作り出す必要がある。次年度からは、事業のグランドコンセプトの明確化、情報発信の

強化、村内への作品の設置活動をなどを増やし、村内外への事業の趣旨と理解を増やすこととしたい。

運営は、5名の専門スタッフでチームを組んで行うことで体制の充実を図った。次年度以降も引き続き、
他組織との連携、広報力の強化など、実務体制の強化を図っていきたい。また、活動の面では、引き続

き本事業を応援し支えてくれる人々を増やすこと、さらなる住民参加の機会を創出すること、村内外のさ

まざまな人々との関わりの強化していく必要がある。そのため、次年度からは村にある各集落へ積極的に

関わり、意識的に集落単位での関わりを創出していきたい。

また”アート”というジャンルを事業の中心としている本事業の性格上、外部からの応援や、事業実施に
前向きな雰囲気作りが事業成功に大きく寄与していく。行政や民間を問わず、繋がりをしっかりと強め、

事業のフォロワーを増やしていくことが必要である。

移住者獲得もアートも、さまざまな評価軸を持ってその成果を図ることが可能である。移住定住事業とし

て成果数値を獲得することは重要であるが、一方で本事業の実施を通じ、村民同士が協力する態度を

醸成し、世代交代を促し、移住定住にむけた新たなフェーズに移行するきっかけとなることも、本事業の

取り組みを通じて葛尾村が獲得する重要な成果であると考える。

１年間の事業実施を通じ、移住定住事業の完了に向けた諸問題の洗い出しも進んでいる。全体を通じた

大きな課題として、移住者の住居の確保が挙がった。これは移住定住事業を行う各組織の連携を図り進

めることで合意した。同様に、空き家の一斉調査、関係人口の洗い出し、村外へ向けた葛尾村のPRな
ど）は、すでに次年度に向けた話し合いの場がもたれている。

当初の計画に則るならば、次年度は各プログラムの本格的な運用を開始し、葛尾村へ移住する人々へ

のPRへとつながる取り組みとする予定である。さらに内容を充実させ、魅力的に感じてもらえる取り組み
としていかなければならない。県内外で大きく注目されている現状を鑑み、国がアートを活用した福島県

の復興に力を入れていることも踏まえて、このような状況を十分に生かしながら、引き続き次年度の実施

に向けた準備を進めていくこととしたい。

事業統括　森健太郎
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